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●
め
お
と
湯
の
館
を
老
人
専
門
の
保
養
施
設
と
し
て
改
装
し

て
ほ
し
い
。
伊
豆
長
岡
に
は
や
す
ら
ぎ
の
家
、
大
仁
に
は
水

晶
苑
が
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
韮
山
に
も
…
（
70
代
・
男
性
）

　

め
お
と
湯
の
館
は
、や
す
ら
ぎ
の
家
や
水
晶
苑
と
同
様
に
、

市
内
の
60
歳
以
上
の
高
齢
者
を
無
料
（
18
時
〜
19
時
30
分
を

除
く
）
と
し
た
高
齢
者
福
祉
施
設
と
し

て
整
備
す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
12
月
25
日
〜
来
年
３
月
末
ま
で
改

修
工
事
を
行
い
、
４
月
に
新
装
オ
ー
プ

ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

担
当　

高
齢
者
支
援
課

　
　
　

☎
０
５
５
８（
７
６
）８
０
１
１

　

今
年
６
月
の
広
報
で
お
配
り
し
た
『
市
長
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
『
ま
ち
づ
く
り
ご
意
見
箱
』
に

い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
寄
せ
ら
れ
た
貴
重
な
ご
意
見
に
は
、

す
べ
て
市
長
が
目
を
通
し
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
堀
越
保
育
園
は
新
し
い
園
舎
に
な
る
予
定
の
よ
う
だ
が
現

園
舎
の
安
全
面
は
大
丈
夫
？
あ
と
数
年
し
か
使
用
し
な
い
園

舎
で
も
安
全
に
過
ご
せ
る
よ
う
補
強
し
て
…
（
30
代
・
女
性
）

　

堀
越
保
育
園
は
昭
和
47
年
に
建
設
し
た
園
舎
で
、
現
在
の

基
準
で
は
耐
震
性
が
低
い
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
耐
震
補
強

工
事
や
改
築
等
を
検
討
し
た
結
果
、
現
園
舎
の
耐
震
性
を
一

定
基
準
以
上
に
す
る
た
め
に
は
大
規
模
な
補
強
が
必
要
で
あ

り
、
大
雨
に
よ
る
浸
水
問
題
も
解
決
し
な
い
こ
と
か
ら
、
移

転
・
改
築
が
最
適
と
判
断
し
ま
し
た
。
平
成
24
年
度
に
新
園

舎
を
建
設
し
、
平
成
25
年
度
か
ら
新
園
舎
で
の
保
育
を
開
始

す
る
予
定
で
す
。
在
園
児
や
保
護
者
、
入
園
希
望
者
の
不
安

を
早
く
解
消
す
る
よ
う
移
転
・
改
築
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

担
当　

こ
ど
も
育
成
課　

☎
０
５
５（
９
４
８
）１
４
４
７

めおと湯の館

●
「
伊
豆
の
国
市
か
ら
お
笑
い
を
！
」
を
合
言
葉
に
お
笑
い
芸

人
を
ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ
や
韮
山
時
代
劇
場
に
呼
ん
で
、
お
笑

い
の
町
に
し
よ
う
…
（
年
齢
・
性
別
不
詳
）

　

笑
う
こ
と
は
健
康
に
い
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
医
学
的
効
用
か
ら
看
護
の
場
面
で
『
笑

う
』
こ
と
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
病

院
も
あ
る
ほ
ど
で
す
。
市
の
将
来
像
「
自
然

を
守
り
、
文
化
を
育
む
、
魅ゆ

め力
あ
る
温
泉
健

康
都
市
」
で
も
『
健
康
』
は
重
要
な
テ
ー
マ

で
す
。
市
で
は
、
ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ
で
、
毎
年
１
月
に
『
新

春
伊
豆
の
国
寄
席
』
と
題
し
た
落
語
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

担
当　

企
画
課　

☎
０
５
５（
９
４
８
）１
４
１
３

　

＊ 

『
新
春
伊
豆
の
国
寄
席
』
は
、『
Ａ
＆
Ｊ
ニ
ュ
ー
ス
』
を
参
照
。

●
狩
野
川
さ
く
ら
公
園
の
さ
く
ら
は
毎
年
見
事
だ
が
、
春
か
ら

秋
に
か
け
て
の
花
見
客
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
客
の
マ
ナ
ー
の
悪
さ

は
目
に
あ
ま
る
。
市
か
ら
注
意
を
し
て
ほ
し
い
…
（
年
齢
性
別

不
詳
）

　

公
園
内
に
お
け
る
不
法
行
為
（
ご
み
捨
て
、
火
気
使
用
、
ペ

ッ
ト
、
ゴ
ル
フ
、
破
壊
行
為
等
）
に
つ
い
て
は
、
市
と
し
て
も

苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
現
時
点
の
対
策
と
し
て
、
禁
止

事
項
を
記
載
し
た
看
板
の
設
置
や
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、
広
報
紙

へ
の
啓
発
記
事
掲
載
、
公
園
の
巡
回
等
を
随
時
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
な
か
な
か
マ
ナ
ー
は
向
上
し
ま
せ
ん
。
今
後
は
、
さ
ら

に
看
板
の
設
置
や
夜
間
の
施
錠
等
を
検
討
し
ま
す
。

担
当　

都
市
計
画
課　

☎
０
５
５（
９
４
８
）２
９
０
９

●
○
○
区
に
あ
る
○
○
社
で
は
毎
日
の
よ

う
に
焼
却
炉
で
ご
み
を
燃
や
し
て
い
る
。

洗
た
く
物
に
に
お
い
が
つ
い
た
り
、
窓
を

開
け
て
る
と
煙
が
入
っ
た
り
、
頭
が
い
た

く
な
り
困
る
…
（
30
代
・
性
別
不
詳
）

　

庭
先
や
空
き
地
な
ど
で
ご
み
を
焼
却
す

る
こ
と
は
、
煙
や
悪
臭
に
よ
り
周
辺
の
生

活
環
境
に
被
害
を
も
た
ら
す
ば
か
り
で
な

く
、
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
類
な
ど
と
一
緒
に
燃

や
す
と
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発
生
原
因
に

も
な
り
ま
す
。
家
庭
で
出
た
ご
み
は
市
の

分
別
方
法
に
従
っ
て
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
出
す
よ
う
広
報
で
啓
発

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
野

焼
き
の
原
因
者
が
は
っ
き

り
し
て
い
る
場
合
は
、
直

接
注
意
し
て
い
ま
す
。

　

担
当　

環
境
政
策
課　

☎
０
５
５（
９
４
９
）６
８
０
４

●
税
金
の
支
払
い
を
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
で

き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
別
荘
は
あ
ま

り
来
な
い
の
で
不
便
だ
…（
70
代
・
女
性
）

　

税
務
課
で
は
、
県
外
在
住
の
人
に
は
納

税
通
知
書
と
一
緒
に
全
国
ど
こ
の
ゆ
う
ち

ょ
銀
行
で
も
お
支
払
い
で
き
る
納
付
書
を

同
封
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
に
口
座
を
お
持
ち
で
し
た
ら
、
便
利
な

口
座
振
替
も
お
手
続
き
い
た
だ
け
れ
ば
利

用
で
き
ま
す
の
で
、
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

担
当　

税
務
課　

　
　
　
　

☎
０
５
５（
９
４
８
）２
９
１
８

　

＊
口
座
振
替
は
、
20
ペ
ー
ジ
記
事
を
参
照
。

平
成
22
年
４
月
〜
平
成
22
年
10
月
分

4

新春伊豆の国寄席
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小学生男子
中野　龍
（韮山小）

小学生男子
都竹  翔平
（大仁北小）

小学生女子
渡辺  美咲
（長岡南小）

小学生女子
高井  茉彩
（大仁小）

中学生男子
福井  瑠生
（長岡中）

中学生男子
岩田  一馬
（韮山中）

中学生女子
谷口 あきえ
（大仁中）

中学生女子
鈴木  麻美
（大仁中）

中学生女子
大井 南沙希
（長岡中）

高校生男子
與五澤  真

（日大三島高）

高校生男子
和田  有紀

（加藤学園高）

高校生男子
福井  麻生
（韮山高）

高校生女子
秋山  由衣
（三島北高）

高校生女子
白井 まなか
（伊豆中央高）

一般男子
高井  規充
（田京）

一般男子
山本  雄介
（吉田）

一般女子
黒田  真央
（南條）

一般女子
高安  由姫
（中條）

40 歳以上
高橋  弘樹

（中）

主将・40 歳以上
天野  正人

（中）

伊豆の国市代表チームに熱い声援を！

静岡県市町対抗
駅伝競走大会 　問合せ　社会教育課　☎ 055‐948‐1461

脚
力
自
慢
の
皆
さ
ん
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

　

今
年
も
、
市
駅
伝
大
会
の
参
加
団
体
を
募
集
し
ま
す
。
大
仁
市
民
会

館
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
し
、
狩
野
川
堤
防
を
走
る
コ
ー
ス
で
す
。

脚
力
自
慢
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

平
成
23
年
2
月
６
日（
日
）９
時
〜　

小
雨
決
行
・
延
期
な
し

コ
ー
ス　

 

大
仁
市
民
会
館（
ス
タ
ー
ト
）↓
狩
野
川
リ
バ
ー

サ
イ
ド
パ
ー
ク
堤
防
↓
伊
豆
中
央
高
校
前
↓
谷

戸
堤
防
↓
伊
豆
中
央
高
校
前
↓
谷
戸
堤
防
↓

千
歳
橋
南
側
下
↓
狩
野
川
リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー

ク
堤
防
↓
大
仁
市
民
会
館
（
ゴ
ー
ル
）　

　
　
　
　
　
　
　
　

計
８
区
間　

全
長
20
・
６
４
㌔

第
６
回 

伊
豆
の
国
市
駅
伝
大
会

背景写真提供
静岡新聞社

監督　　
坂本達也（長岡）

コーチ
水口明士（小坂）

とき　12月 4日（土）
　　　10：00県庁前スタート

■ＳＢＳテレビ（生中継）
　　9：30～ 12：50
　（ニュースによる中断あり）
■ＳＢＳラジオ（完全生中継）
　　9：45～ 13：00

＊正選手 8人、補欠 4人の計 12 人以内とする。
＊選手（補欠を含む）のチーム間の重複は不可とする。
申込み 方法　社会教育課にある申込用紙に必要事項を

記入し、平成 23 年 1 月 6 日（木）17：00 まで
に社会教育課窓口へ提出（必着・FAX 可）。

部　門 規　　定

地区の部

市内地区の希望団体（高校生以上の地区
在住者）、高校生は 2人以内とする、「自
治会又はブロック」で混成されたチーム
＊他の地区の人は編入不可

一般の部 市内の希望団体（市内在住・在勤・在学
者）「企業・任意団体・高校」

中学男子
の部

市内中学校の生徒
市内スポーツ少年団登録者

中学女子
の部

市内中学校の生徒
市内スポーツ少年団登録者

小学生
の部

市内小学校の児童
市内スポーツ少年団登録者
小学 4年生以上の児童

　

申
込
み
・
問
合
せ　

社
会
教
育
課　

☎
０
５
５（
９
４
８
）１
４
６
１
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　12月 4日（土）に静岡市内で開催される『第 11回静岡県市町対抗
駅伝競走大会』。県庁前～草薙陸上競技場までの11区間・42.195kmを、
県内 35市町・40チームが郷土の誇りをかけて走ります。当市のエン
トリー選手に、皆さんの熱い声援をお願いします。（順位不同・敬称略）

チーム編成について


